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書
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先
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の
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し
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由
自
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で
題
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〉

山　

本　

飛　

雲　

書
生
先

　

界
鳥
黄
齊
緑
樹
村
「
告
予
号
次

　

」
天
鷗
白
盡
青
山
海

陰
竹
□

几え
く
つ

書
琴
ひ
覆
を

潤お
る
う

ひ　

硯
筆
て
じ
薫
に
窓
気
花

香ば
ん
か

。
し　

）
詳
不
（

　

を
上
机
は
げ
か
小
の
竹

蔽お
お

。
る
す
が
い
お
に
き
よ
も
で
ま
硯
筆
て
じ
薫
に
前
窓
は
気
香
の
花
、
り
め
し
が
物
書
や
琴
て
い

吉

田　

成

美
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 3 月30日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　
先
生
書

清　

原　

大　

龍　
先
生
臨

□ 

梅
か
ゝ
二に　

無む

可か

し
越を

登と

遍へ

八は　

盤は

る
の
月　

こ
多た

遍へ

ぬ
可か

遣け

そ　

所そ

て
尓に

う
つ
れ
る　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
四
十
五　

藤
原
家
隆
≫

　

  

梅
か
香
に　

む
か
し
を
と
へ
は　

春
の
月　

こ
た
へ
ぬ
か
け
そ　

袖
に
う
つ
れ
る

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
鄭
長
猷
造
像
記 

鄭
南
陽
妾
陳
玉
女
爲
亡
母
俆
敬
造
彌
勒
像
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
横・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

不
忍
池
畔
（
抄
）　
高
橋
新
吉
の
詩　

蓮
の
葉
の
枯
れ
し
池
の
水
の
清
き
、
上
野
の
杜
の
五
重
塔
見
ゆ
。

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

井之上　南　岳 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□
函
之
如
海

	

之こ
れ

を
函い

る
ゝ
こ
と
海か

い

の
如ご

と

し

物
事
を
包
容
す
る
量
の
広
大
な
こ
と
を
い

う
語
。
漢
字
四
字
を
横
形
式
・
二
行
に
書

い
て
み
ま
し
た
。
書
体
や
字
形
の
変
化
を

求
め
て
揮
毫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
花は

な

は
開ひ

ら

く
酒し

ゅ

国こ
く

の
春は

る

　

花
咲
い
て
こ
の
世
は
酔
わ
ず
で
は
す
ま
ぬ
春
と
な
っ
た
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
江
山
滿
花
柳
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

吉　田　成　美  先 生 書

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
花は
な

は
開ひ

ら

く
酒し

ゅ

国こ
く

の
春は

る

　

花
咲
い
て
こ
の
世
は
酔
わ
ず
で
は
す
ま
ぬ
春
と
な
っ
た
。

次
号
予
告
「
江
山
滿
花
柳
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　

さ
く
ら　

さ
く
ら　

あ
な
た
に
で
あ
え
て
よ
か
っ
た　

本
当
に
よ
か
っ
た　
　
（
高
野
健
一
詞
）
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

造
像
記
の
線
の
強
さ
と
筆
勢
を
主
観
に
意
臨
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

「
像
一
」

▽
鄭
長
猷
造
像
記

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

空
耳に

出
で
　ゝ

い
徒づ

く
と
も
那な

具く　

多た

づ
ぬ
連れ

盤ば　

雲
と
盤は

花
能の　

三み

ゆ
る
な
り
け
り　
（
山
家
集　

六
〇
）

小　山　やす子  先 生 書

　

空
に
出
で
て　

い
づ
く
と
も
な
く
尋
ぬ
れ
ば　

雲
と
は
花
の
見
ゆ
る
な
り
け
り
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

兵　頭　白　慧  先 生 書

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　  ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
実
用
書
≫　
常と

こ

滑な
め

焼や
き　

駿す
る

河が

雛ひ
な

具ぐ　

信
州
紬

つ
む
ぎ　

美
濃
提
灯

　

甲
州
印
伝　

越
前
和
紙　

輪
島
塗　

高
岡
銅
器
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　  ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

小　畠　秋　聲  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 3 月30日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 3 月30日 締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月30日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月30日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
こ　
　

い
」

□
「
む
」
の
〝
む
す
び
〟
は
筆ふ
で

の
軸じ
く

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。〝
ハ
ネ
〟
も
て
い
ね
い
に
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
三
本
の
長
さ
と
方
向
の
違ち
が

い
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
よ
く
、
の
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
つ
く
し
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「　

土　

」

□
筆
順
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
二
画
目
の
線
を
強
調
し
、
伸
び
や
か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
「
平
」
は
横
画
の
〝
そ
り
〟、二
・
三
画
目
の
空
間
に
注
意
し
、「
和
」
は
〝
口
〟
の
位
置
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

次
号
予
告
「　

虫　

」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月30日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
よ
も
ぎ
葉
」

□
「
近
」
は
〝
し
ん
に
ょ
う
〟
を
伸
び
や
か
に
。「
春
」
は
横
画
三
本
の
長
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
五
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、「
旅
」は
横
長
に
、「
立
」は
小
さ
く
、「
朝
」は
た
て
長
に
書
こ
う
。

　

次
号
予
告
「　

湖　

」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
地　
　

球
」 

□
文
字
の
中
心
を
意
識
し
な
が
ら
、「
不
・
言
」
は
横
画
、「
実
・
行
」
は
部
首
に
注
意
し
て
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
漢
字
と
平
仮
名
の
大
き
さ
や
気
脈
に
注
意
し
、線
の
強
弱
を
意
識
し
な
が
ら
立
体
感
を
出
し
て
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
調　
　

和
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

3
月

30日
締

切
―

とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

はねる はらう

（あか）（う）

上の　二本の

よこせんより　ながい

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

3
月

30日
締

切
―

（こく）

たててよこせんにつけるてんのむきにちゅういする

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

はねる　 はねる　 とめる上のよこかくより長い

豆太（まめた）

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

3
月

30日
締

切
―

はねる

とめるはらうはねる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

右上へ上にはねる はらうはねる

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

3
月

30日
締

切
―

はねる はねる　をおとさないようにはねる点のむきに注意

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

中学


